
大
阪
市
の
公
募
校
長
問
題

党
府
委
小
林
艶
″
の
リ
ポ
ー
ト

　
大
阪
市
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
市
立
学
校
の

公
募
校
長
を
め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
日
本
共
産

党
大
阪
府
委
員
会
の
小
林
裕
和
文
教
委
員
会
責

任
者
が
リ
ギ
・
Ｉ
卜
し
ま
す
。

　
大
阪
市
教
育
委
員
会
は
職
は
４
人
に
な
り
ま
す
。

７
月
3
1
日
、
昨
年
４
月
に
　
生
野
区
の
中
学
校
長
は

採
用
さ
れ
た
公
募
校
長
２
昨
年
か
ら
数
々
の
問
題
行

人
の
懲
戒
処
分
を
発
表
し
動
を
起
こ
し
て
い
ま
し

ま
し
た
。
西
淀
川
区
の
小
’
た
。
保
護
者
ら
の
強
い
批

学
校
長
（
5
1
）
は
「
応
募
判
を
う
け
た
市
教
委
事
務

の
際
に
虚
偽
の
職
歴
を
記
局
が
３
月
2
4
日
、
更
迭
案

載
し
た
」
な
ど
と
し
て
懲
を
提
出
し
た
も
の
の
、
橋

戒
免
職
。
生
野
区
の
中
学
下
市
長
の
意
向
を
受
け
た

校
長
（
3
8
）
は
「
校
長
と
市
教
育
委
員
会
議
が
留
任

し
て
重
大
な
信
用
失
墜
行
を
決
め
ま
し
た
。
橋
下
市

為
を
行
っ
た
」
と
し
て
成
長
は
、
同
校
長
が
校
内
週

給
３
ヵ
月
、
同
日
付
で
辞
挙
に
よ
る
校
内
人
事
問
題

職
し
ま
し
た
。
。
　
　
　
を
提
起
し
た
こ
と
を
「
大

過
半
数
ｉ
不
祥
事
金
星
」
だ
と
評
価
し
、
擁

ヽ
ヽ
　
ヽ
力
　
　
　
　
　
護
し
て
い
ま
し
た
ｏ

　
橋
下
徹
市
長
の
肝
い
り
　
５
月
大
阪
市
議
会
は
、

で
導
入
さ
れ
た
校
長
公
募
日
本
共
産
党
、
自
民
党
、

制
で
昨
年
４
月
採
用
の
民
公
明
党
、
民
主
系
会
派
な

間
人
校
長
Ｈ
人
の
う
ち
６
ど
の
賛
成
多
数
で
、
生
野

人
が
不
祥
事
を
起
こ
し
て
区
の
中
学
校
の
保
護
者
が

お
り
、
こ
れ
で
辞
職
・
・
免
提
出
し
た
、
校
長
の
更
迭

撤
回
の
経
緯
説
明
と
保
護
が
、
大
阪
市
の
中
学
校
の

者
の
声
を
間
く
場
を
求
め
民
間
人
校
長
が
「
修
学
旅

る
「
陳
情
書
」
を
採
択
「
５
行
の
川
下
り
で
生
徒
を
川

月
1
5
日
の
教
育
こ
ど
も
委
に
突
き
落
と
し
た
」
と
さ

員
会
）
。
さ
ら
に
来
年
度
れ
る
実
態
な
ど
を
示
し

校
長
公
募
関
連
経
費
（
約
　
「
こ
う
い
う
校
長
は
教
育

２
８
０
０
万
円
」
を
削
除
者
と
し
て
失
格
で
は
な
い

す
る
修
正
案
を
可
決
「
５
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

月
2
7
日
の
本
会
議
）
し
、
　
下
村
博
文
文
科
相
は

　
「
原
則
公
募
」
を
「
公
募
　
「
不
祥
事
が
続
い
て
い
る

で
き
る
」
と
改
め
る
条
例
こ
と
は
大
変
遺
憾
だ
。
選

改
正
案
も
可
決
し
ま
し
た
考
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に

　
（
同
、
再
議
で
3
0
日
に
否
も
改
善
す
べ
き
点
が
あ

決
）
。
こ
こ
に
は
、
校
長
る
。
指
導
し
て
い
き
た

公
募
制
に
つ
い
て
の
市
民
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

世
論
を
受
け
た
市
議
会
の
　
　
こ
れ
ら
を
受
け
て
市
教

多
数
意
思
が
表
れ
て
い
ま
委
は
７
月
８
日
、
２
０
１

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
５
年
度
採
用
の
市
立
学
校

　
５
月
3
0
日
の
本
会
議
討
長
募
集
要
項
を
発
表
。

論
で
日
本
共
産
党
の
小
川
　
「
求
め
る
人
物
像
」
に
つ

陽
太
市
議
は
「
不
祥
事
も
い
て
、
教
育
的
識
見
を
有

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
も
は
し
、
教
育
者
と
し
て
研
究

や
採
用
だ
け
の
問
題
で
は
と
修
養
に
努
め
る
こ
と
が

な
い
。
″
校
長
に
は
教
員
で
き
る
人
な
ど
と
し
、
民

免
許
も
教
職
経
験
も
い
ら
間
人
の
受
験
申
込
書
に
は

な
い
、
教
育
の
専
門
家
な
　
「
子
ど
も
や
教
育
に
間
わ

ど
求
め
な
い
″
と
い
う
公
　
っ
た
経
験
」
の
記
載
を
求

募
校
長
制
度
の
問
題
だ
」
　
め
ま
し
た
。

と
指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
　
ま
た
、
内
部
・
外
部
別

に
、
日
本
共
産
党
は
６
月
の
採
用
人
数
枠
を
設
定
せ

１
９
Ｉ
日
の
参
院
文
教
科
学
委
ず
同
一
基
準
に
よ
り
選
考

員
会
で
田
村
智
子
議
員
す
る
と
し
ま
し
た
。
７
月

９
９
一
日
ま
で
に
外
部
か
ら
Ｉ

４
４
人
（
昨
年
１
４
３
四

人
）
、
内
部
か
ら
３
４
８
・

人
（
同
３
４
５
人
）
。
が
応
・

募
。
採
用
予
定
は
合
わ
せ
・

て
7
0
人
程
度
で
す
。

抜
本
見
直
し
提
案

　
党
大
阪
府
委
員
会
は
昨

年
1
0
月
に
提
言
「
学
校
長

の
選
考
は
子
ど
も
と
教
育

の
立
場
で
ー
学
校
教
育
で

の
校
長
の
役
割
を
踏
ま
え
・

て
」
を
発
表
。
４
月
の
教
・

育
改
革
提
言
で
、
校
長
は

教
育
の
専
門
家
と
し
て
、

教
職
員
へ
の
適
切
な
指
導

・
助
言
や
学
校
で
の
合
意

形
成
、
必
要
な
教
育
条
件
・

整
備
、
保
護
者
や
地
域
と
・

の
協
力
・
連
携
を
行
う
こ
・

と
な
ど
学
校
教
育
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
、
①
校
長
公
募

制
は
抜
本
的
に
見
直
し
、
’

公
募
校
長
（
民
間
人
校

長
）
の
大
量
採
用
は
中
止

す
る
②
校
長
選
考
は
憲
法

と
教
育
の
条
理
、
教
育
関

係
法
令
に
も
と
づ
い
て
行

う
Ｉ
こ
と
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
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